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１ 目 的 

今回の学習指導要領改訂(2008)では「進化」が復活

したが，改訂ごとに削減と復活を繰り返してきた経

緯がある。進化は進歩・発達・成長・弱肉強食など

と誤解されやすく 1)，その学習指導法は資料をもと

に，個々の教師の力量で進められることが多い 2)。

よって，正しい進化概念の獲得をめざす必要 3)があ

る。筆者は生物進化の指導方略について，１年植物・

１年地史・２年動物と３部構成で実践 4)してきた。

本稿はこのうちの「中１地史」に当たるが，現行教

科書には古生代から新生代に至る進化の証拠である

化石資料が登場する。ここでは「どのようにして進

化してきたのか」の説明がないまま，進化の事実だ

けが列挙されている。現行での進化に関する解説，

すなわち類縁関係などの進化の証拠は，次期２学年

の学習にゆだねられている。このことに鑑み，筆者

はまず「進化か，非進化か」「一世代か，数世代か」

「変異は一生の間か，子が生まれるときか」など「二

項対立」の発問を準備し，その共同的な学びによっ

て進化概念の理解を促し，自己評価と教師評価を加

える授業展開をとってきた。その後，単元の総括的

評価として「パフォーマンス課題」を設定し，進化

の概略を理解させる授業を実践してきた。 

本研究では上記の従来型を修正し，形成的評価を

加味したものに改めた。具体的には，パフォーマン

ス課題実施後の生徒発表と修正の機会，及び相互評

価の機会を確保し，生徒たちが自己調整的により高

い段階に進めるような授業計画を試みた。 

２ 方 法 

（１）パフォーマンス評価による分析 

魚類から両生類に至る進化仮説を，図や文によっ

て表現するオープンエンドなパフォーマンス課題を

開発した。予め到達目標（表 1）と評価基準を生徒

に明示し，その到達度を４段階で評価した。ここで

は質的・量的分析のみならず，修正などの機会確保

の影響についても分析を行った。 

（２）２種類の質問紙調査による分析 

１）真偽法（○×式）：「遺伝・突然変異」などの

進化概念（10項目）獲得の変容を，授業前・後で

調査し，主に量的分析を行った。 

２）４件法と自由記述式：「理解・意欲・楽しさ・

役立ち」の尺度について「そう思う・ややそう思

う・あまり思わない・思わない」の４択で回答さ

せ，分析した。補助的に自由記述も調査した。 

表1： 到 達 目 標 

① 環境に適応して，進化する（適応進化）。 

② 変異は一世代では起こる「成長・変態・変身」

ではなく，長い世代を経て起こる変化である。

また，進化は「進歩」とも違う。 

③ 変異は一世代の中で起こらず，新しく子孫が 

生まれるときに起こる（突然変異）。 

３ 結果と考察 

（１）パフォーマンス評価による分析 

１）従来型の展開ではA評価以上が，図で51.2％，

文で19.5％であったが，修正などの機会を確保した

展開では A評価以上が図で 60.2％，文でも 40.8％

が達した。 

（２）質問紙調査による分析 

１）真偽法による調査結果では，平均正答率が授業

前・後でそれぞれ52.8％・66.3％となった。 

２）４件法と自由記述による分析 

４件法では「そう思う」と「ややそう思う」が，自

由記述でも肯定的な意見が多く見られた。 

４ ま と め 

本研究では改定した計画が，進化概念獲得におい

て一定程度の有効性を示唆した。 
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